
 2/14に東小、3/2には南小、下忍小の６年生（来
年度入学予定児童）とオンラインで交流しました。
3/2は、生徒会本部役員による挨拶、本校職員によ
る中学校紹介、児童による感想発表という内容でし
た。事前に１年生から新入生へのアドバイスも送り
ました。新入生説明会が中止となっていましたが、
行田中のことを知らせるよい機会となりました。 
 
 
 
 
 
 

【明るい選挙啓発ポスターコンクール】 

 埼玉県審査最優秀賞 １年 具志堅 美波 

各種表彰 

行中の誇り ３つの心  「素直な心」 「思いやりの心」 「強い心」 

 

 

 

 

 「北京オリンピック カーリング女子の戦いぶりに学ぶ」 

                                        校長 堀越 敦 

 先月、北京オリンピックが行われ、日本は過去最高数のメダル１８個を

獲得するなど多くの選手が活躍を収めました。特に、終盤に盛り上がった

のが、カーリング女子日本代表の「ロコ・ソラーレ」です。前回の平昌五

輪では銅メダルでしたが、今回はそれを上回る決勝進出。決勝はイギリス

に敗れたものの、銀メダルという快挙を成し遂げました。このチームの戦

いぶりを観ていて、感じたことを以下に記したいと思います。 

 まず印象に残ったのは、「前向きさ」です。予選から苦戦を強いられピ

ンチの場面もありましたが、彼女たちは笑顔を絶やさず、「ナイスー！」「いいよー！」「ありがとう」などの

言葉を何度も掛けながら好プレーを思い切り褒め合い、失敗しても笑顔でハイタッチを交わしていました。と

にかく明るい。前向きな言葉が多いから雰囲気がいいし、楽しそうです。元々幼い頃から共に競技をする仲の

良いチームですが、あのボジティブさは、意図的に行っていたようです。なぜなら「ポジティブなチームが良

いパフォーマンスができる」（藤沢五月選手）からです。１次リーグを辛うじて４位で準決勝に滑り込んだ際

も、劣勢を心配するのではなく「私たちは他チームよりも多くのミス、劣勢を経験できている」とプラスに受

け止め、強豪のスイスに果敢に挑み勝利しました。この「ポジティブさ」こそ、自分たちの力を最大限に発揮

できる秘訣だと感じました。実は、前回の五輪で銅メダルを獲得した後の４年間は、なかなか思うように結果

が出ず、「やめたいと思った」（吉田知那美選手）、「つらいことが８割以上」（吉田夕梨花選手）だったそうで

す。でも吉田知那美選手は「苦しい舞台、大変な舞台で苦しそうな顔、辛そうな顔をするのは、誰にでもでき

ると思うんですけれど、（苦しい中）楽しむには、たぶん覚悟がいる」と考え、「氷の上で不安に思ったら口に

出して言ってみる。一人で抱え込まず、落ち込まず、というのがチームで大事なことだと、この４年間で思い

ました。」と語っています。ピンチでもコミュニケーションを欠かさず、常に前向きさを貫くことがチームの

最大の強みとなっており、これこそ私たちも学ぶべき姿だと思いました。 

 次に、「チームワークの良さ」です。カーリングの中継では、プレー中の選手たちの話し合う声がよく聞こ

えてきます。どこを狙ってどうストーンを投げるか、４人それぞれが気付いたことを言い合い、それぞれの考

えを共有して最善の結論を導き出す様子を観て、これこそこれからの社会で働く姿であると感じました。これ

からの時代は、変化の激しい予測困難な社会を生きていく上で、正解のない課題に向き合い、他者と協働しな

がら課題を解決していくことが大切だと言われています。（個人一人で

やる仕事はAIが解決してくれることが多くなりそうなので、人間が協

働していくことが重視されるようです。）時によって変わる氷の状況や

ストーンの配置を読んで考え、他者と対話しながら最適解を判断し、プ

レー（表現）することは、これからの時代の仕事をする姿と重なってく

るのではないでしょうか。そんなときにこそ、チームワークが求められ

ます。日本代表「ロコ・ソラーレ」のチームからは、ピンチに直面した

ときの立ち向かい方を教えられた気がしました。 

 スポーツはオリンピックで戦う選手たちの姿などを通して、人生を豊かに生きるための様々なことを私たち

に教えてくれます。真似できるところはどんどん真似をして、自分たちも成長できたらいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火 〈まん延防止等重点措置適用期間～21日〉 16 水 金曜授業 公立入試得点開示 船橋行田中オンライン交流 3年臨時休業(～26日) 

2 水 短縮授業 17 木 短縮授業 １年期末 PTA  

3 木  18 金 短縮授業 ２年期末 PTA 

4 金 公立高校入学許可候補者発表 19 土  

5 土  20 日  

6 日  21 月 春分の日 

7 月 公立高校追検査 22 火 短縮授業 ２年クラスマッチ 

8 火 ３年生を送る会 ３年生命の授業 23 水 短縮授業 １年クラスマッチ 給食終了 部活休みの日 

9 水 短縮授業 公立高校追検査発表 24 木 大掃除  ※小学校卒業式 

10 木 １年南河原中とのオンライン交流 開校記念日 25 金 修了式 

11 金 ３年卒業式予行 ３年給食終了 26 土  

12 土  27 日 学年末休業日(～31日) 

13 日  28 月  

14 月 短縮授業 卒業式準備 29 火  

15 火 第７２回卒業証書授与式 1・2年臨時休業 30 水  

 31 木  
 

 
行 田 中 学 校 だ よ り 

学べ 鍛えろ 夢を持て 

第１１号 令和４年３月９日発行 

《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 

３月の行事予定 

【４月上旬の予定】 
○4/ 7(木) 準備登校 
○4/ 8(金)  入学式・始業式 
○4/12(火)  給食開始 

 臨時休業となった３年生。受検前の重圧を一人で
抱えているのではないか…ということで、1・2年
生が「受験応援ハートフルメッセージ」を企画しま
した。生徒会本部による動画と 1・2年生からの応
援メッセージをタブレットの Teamsからアップしま
した。後輩達のハートフルな心に感動しました。 
 
 
 
 
 
 
 

 行田中央総合病院から助産師の大澤様を招いて
「生命の授業」を３年生に行っていただきました。
妊娠、出産、育児のこと、思春期の特徴や避妊、性
感染症、デート DVやセクシャルマイノリティま
で、様々なことを講義いただきました。自分も相手
も大切にすること、命の重みなどを学びました。 
 

 ３年生を送る会を感染症対策をしながら実施しま
した。部活動メッセージでは、ステージ上で実技や
ダンスなども織り交ぜ、各部で工夫して感謝の思い
を発表しました。３年生からも自然に手拍子や拍手
が起こり、心温まる会となりました。 
 
 
 

受検前の３年生への応援メッセージ ３年生 生命の授業 3/8 

３年生を送る会 3/８ ６年生とのオンライン交流 2/14, 3/2 

【部活動】3/15(火)まで活動中止 
3/16(水)～21(月)平日のみ、２時間以内 
3/22(火)～ 市ガイドラインどおり再開 


